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認定情報
認定情報

製品安全性に関する北米規格への適合宣言

本装置は、 カナダおよび米国の両国で認められる機関によって認定さ れて

いま す。 カナダおよび米国における製品の安全性について、 60950-1 また

は 61010-1 のいずれかの該当する北米規格に基づいて評価さ れていま す。

電子試験機および測定装置は、 米国の FCC Part 15 Subpart B およびカナダ

の ICES-003 に対する準拠が免除さ れていま すが、 EXFO Inc. は、 当該規格

に準拠するための相応の努力を払っていま す。

当該規格で定められる制限事項は、 装置が商用環境で運用さ れた場合の有

害な妨害に対して、 妥当な保護を提供するこ と を意図していま す。 本装置

は、 電磁波を発生、 使用、 および放射する可能性があり 、 本ユーザーガイ

ドに従わずに設置および使用すると 、 無線通信に有害な妨害を起こ すこ と

があり ま す。 住宅地域での本装置の運用は、 有害な妨害を引き起こ す可能

性があり 、 その場合はユーザーの費用負担で対処する必要があり ま す。

製造業者の明示的な承認なく 装置を変更した場合、 当該装置の使用に対す

るユーザーの権利が無効になる可能性があり ま す。
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1 FTB-5700 シングルエンド分散ア
ナライザのご紹介

FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザは、光フ ァイバのシングルエンド  
( 片端 ) 測定を可能にする CD ( 波長分散 ) および PMD ( 偏波モード分散 ) 
アナラ イザを融合した世界初の装置です。 単一のコ ネク タポート に、 CD 
と  PMD のどちらの測定にも対応するソ フト ウェアが搭載さ れており 、 ボ

タ ン 1 つで測定を実行できま す。 遠隔装置や光源を必要と しません。

光フ ァイバの一方の端 ( 遠隔側 ) が終端さ れていない限り 、 UPC コ ネク タ

があれば、 技術者一人で CD/PMD 測定の高度な試験を実施できま す。 どち

らの試験も、 結果は単一のテスト フ ァイ ルと レポート にまと められま す。
シングルエンド分散アナライザ 1



FTB-5700 シングルエンド分散アナライザのご紹介

モジュールの説明
モジュールの説明

下図は、 シングルエンド分散アナラ イザのフロント パネルを示していま

す。

一般的な用途

広いダイナミ ッ クレ ンジに高い精度レベル、 そして豊富な機能一式を提供

する FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザは、 最大 120 km のフ ァイバ

長の 10 Gbit/s 以上のネッ ト ワークの高度な試験を実施したいネッ ト ワーク

管理者や技術者に最適なツールです。 FTB-5700 シングルエンド分散アナラ

イザは、 特定速度におけるフ ァイバ品質の検証を助け、 補償を行 うための

情報を提供しま す。

ポート

ハンドル
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FTB-5700
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FTB-5700 シングルエンド分散アナライザのご紹介

FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザの基本操作
FTB-5700 シングルエンド分散アナライザの基本操
作

FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザ装置は、 パラメ ータの設定要件を

最小限に抑え、 簡単に扱えるこ と を目的と していま す。 ユーザーが最も変

更する可能性が高いパラメ ータは、 フ ァイバの種類です。

最適な測定値を得るためには、 次のいく つかの概念を理解しておく こ と が

必要です。

 CD ( 波長分散 ) および PMD ( 偏波モード分散 ) 測定を実施するには、リ

ンクの一端に強度な反射イベント を必要と しま す。 この反射イベント

の位置にて、 1550 nm の波長で測定が実施さ れま す。

注記 : 反射イベント は、 屈折率の変化により生じ、 光フ ァイバの中に放射さ れた

エネルギーの大部分を反射して、 放射源に返しま す。

 リ ンク全体を測定するには、 光フ ァイバの終端に UPC コ ネク タが必要

です。 正し い終端が見つからない場合、 装置はエラーメ ッ セージを返

しま す （詳細は、 ト ラブルシューティ ング ( ページ 65） を参照）。

注記 : その他の反射終端と して、 ミ ラーコ ネク タ、 フ ァイバピグテールミ ラー、

ク リ ーブフ ァイバなどが挙げられま す。 フ ァイバループミ ラーやフ ァラ

デーミ ラーは使用しないでく ださ い。
シングルエンド分散アナライザ 3



FTB-5700 シングルエンド分散アナライザのご紹介

FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザの基本操作
フ ァイバ終端のイベント 位置が特定さ れると 、 本装置はダイナミ ク スを確

認した上に、 測定対象と なる波長範囲を評価しま す。 次に、 取得を開始す

る前に、 取得条件と 測定順序を選択しま す。

最適な試験条件を実現するため、 被試験フ ァイバ (FUT) が次の要件を満た

す必要があるこ と に留意してく ださ い。

 FUT が UPC コ ネク タにより終端さ れているこ と 。

 FUT の長さが 120 km 未満であるこ と 。

 FUT が 1550 nm の波長フィ ルタを持たないこ と 。

注記 : 本装置はシングルエンド用のため、 一方向にしか光が伝搬さ れない増幅器

やサーキュレータなどの装置を介する測定はできません。
4 FTB-5700



FTB-5700 シングルエンド分散アナライザのご紹介

表記法
表記法

本書に記載さ れる製品をお使いになる前に、 次の表記法を理解しておいて

く ださ い。

警告
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、死亡または重傷を

招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用

を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、軽傷または中程度

の傷害を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすま

では使用を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、部品の損傷を招く

おそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用を中

止してください。

重要
本製品について、見過ごしてはならない情報のことを指しています。
シングルエンド分散アナライザ 5





2 安全情報

本装置は、 IEC 60825-1 および 21 CFR 1040.10 規格に準拠したク ラス  1 の
レーザー製品です。 出力ポート からレーザー 光線に暴露する恐れがあり ま

す。

以下のラベルは、 製品にク ラス  1 のレーザー光源が含ま れるこ と を示して

いま す。

警告
光源の動作中は、光ファイバの取り付けまたは終端処理を行わないでく

ださい。常に目を保護するようにし、ライブファイバの中を覗きこまな

いでください。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。

重要
装置に  の記号が記載される場合、ユーザーマニュアルの指示を

参照するようにしてください。本製品をお使いになる前に、必須条件を

理解した上に、それらを満たすようにしてください。
シングルエンド分散アナライザ 7





3 シングルエンド分散アナライザを
使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し

注意
FTB-200 コンパクト・モジュラープラットフォーム の電源がオンの間

は、モジュールの取り付けまたは取り外しを行わないでください。モ

ジュールと装置のどちらにも、直接かつ修復不可能な損害を招きます。

警告
レーザー安全 LED ( ) が  上で点滅している場合、少なくとも 1 つの

モジュールが光信号を発していることを意味します。現在使用中のモ

ジュールとは限らないため、すべてのモジュールを確認してください。
シングルエンド分散アナライザ 9



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-200 コ ンパクト ・ モジュ ラー・ プラッ ト フォー ムにモジュールを取り
付けるには :

1. 装置の電源をオフにしま す。

2. 装置のフロント パネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。
10 FTB-5700



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
3. 止めネジの穴がコ ネク タピンの左側になるよ うに、 モジュールを縦に

配置しま す。

4. 装置のモジュールスロッ ト の溝に、 モジュールの突き出ている端を挿

入しま す。

5. 止めネジが装置の筺体と 接触するまで、 スロッ ト の一番下までモ

ジュールを押し込みま す。

6. ボト ムパネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

注意
モジュールを逆方向に挿入すると、コネクタピンが曲がり、モジュール

に回復不能な損傷を与える恐れがあります。
シングルエンド分散アナライザ 11



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
7. モジュールを軽く 押しながら、 コ インを使って止めネジを右回り に締

めま す。

こ れにより 、 モジュールは 「固定」 さ れま す。

装置の電源をオンにすると 、 起動シーケンスにより モジュールが自動的に

検出さ れま す。

止めネジを右回りに締める

ボトムパネル
12 FTB-5700



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-200 コ ンパクト ・ モジュ ラー・ プラッ ト フォー ムから モジュールを取
り外すには :

1. 装置の電源をオフにしま す。

2. 装置のボト ムパネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

3. コ インを使って止めネジを左回り に緩めま す。

モジュールがスロッ ト からゆっく り 解放さ れま す。

4. 装置のト ッ プパネルがユーザーの正面を向く よ うにしま す。

止めネジを左回りに緩める

ボトムパネル
シングルエンド分散アナライザ 13



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

テスト モジュールの取り付けおよび取り外し
5. モジュールの側面またはハンド ルを持って’ ( コ ネク タコ ネク タ )、 引

き出しま す。

6. 付属の保護カバーで空きスロッ ト を閉じま す。

注意
コネクタを持って、モジュールを引き抜くと、モジュールとコネクタの

どちらにも重大な損傷を与える可能性があります。必ず筺体を持ってモ

ジュールを引き出すようにしてください。
14 FTB-5700



シングルエンド分散アナライザを使い始めるにあたって

の起動モジュールアプリ ケーショ ンの起動
の起動モジュールアプリケーショ ンの起動

モジュールの設定および制御は、 の専用アプリ ケーショ ン ToolBox CE (
ツールボッ ク ス  CE) から行えま す。

モジュールアプリケーショ ンを起動するには :

1. ToolBox CE ( ツールボッ ク ス  CE) で、 使用するモジュール を選択しま

す。

選択さ れたモデルが、 青色にハイラ イト さ れま す。

2. Applications ( アプリ ケーショ ン ) でアプリ ケーショ ンを選択して  
Start ( 起動 ) を押しま す。

Power Meter ( パワーメ ーター ) または Probe ( プローブ ) アプリケー
ショ ンを起動するには :

Main Menu ( メ インメ ニュー ) で Power Meter ( パワーメ ーター ) または 
Probe ( プローブ ) を押しま す。

メ インウィ ン ド ウ （下の画像） には、 シングルエンド分散アナラ イザを制

御するために必要なすべてのコマン ドが含ま れていま す。
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4 シングルエンド分散アナライザの
設定

シングルエンド分散アナラ イザで提供さ れる数多く の機能は、 Windows 
CE 互換の Compact ToolBox ( コ ンパクト ツールボッ ク ス ) ソ フト ウェア

から制御できま す。 詳細については、 FTB-200 コ ンパクト モジュ ラープ

ラッ ト フォー ムのユーザーガイ ドを参照してく ださ い。

設定したパラメ ータは、 FTB-200 コ ンパクト モジュ ラープラッ ト フォー ム

の電源をオフにした後も メ モリ 内に保持さ れま す。

アプリケーショ ン詳細の設定

距離単位や CD 表示値をはじめ、 スキャ ンの完了ごと に警告を表示するか

ど うかも カスタマイズできま す。

試験中の中間データも保持できま す。 このオプショ ンは、 シングルエンド

分散アナラ イザまたは測定に問題が生じた場合に役立ちま す。 試験中に装

置が行ったすべての処理を表す中間データを取得したら、 このフ ァイ ルを

ト ラブルシューティ ング目的で EXFO に送信できま す。

潜在的なフ ァイバイベント の終端と して数多く のイベント が検出さ れた場

合、 フ ァイバ長の検出を補助するオプショ ンを使用してフ ァイバの終端に

特定の反射イベント を選択できま す。

重要
Keep intermediate data ( 中間データの保持 ) オプションを選択すると、

結果ファイルのサイズが大幅に増大します。
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シングルエンド分散アナライザの設定

アプリ ケーショ ン詳細の設定
アプリケーショ ン詳細を設定するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Application ( アプリ ケーショ ン ) タブを選択しま す。

3. 測定単位を選択しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

アプリ ケーショ ン詳細の設定
4. 試験の完了後に警告を表示する場合は、 該当するオプショ ンを選択し

ま す。

5. 分析中に シングルエンド分散アナラ イザに中間データを保持させるに

は、 該当するオプショ ンを選択しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

アプリ ケーショ ン詳細の設定
6. フ ァイバの正し い終端を手動で選択する場合は、User assisted length 
detection ( フ ァイバ長検出のユーザー補助 ) ボッ ク スを選択しま す。

7. 必要に応じて、 CD ( 波長分散 ) の下の Show lambda-0 ( ラ ムダ 0 の
表示 ) チェッ ク ボッ ク スを選択しま す (lambda-0 の値は分散が 0 の時

に推定さ れる波長 )。
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シングルエンド分散アナライザの設定

アプリ ケーショ ン詳細の設定
8. 次の選択肢から表示する CD 値の種類を選択しま す。

 Measured wavelength ( 測定波長 ) ( デフォ ルト 値 )

 Step by 1 nm (1nm 間隔 )

 ITU-50

 ITU-100

 ITU-200

9. OK をク リ ッ ク して、 変更を確定・ 保存しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

しき い値のカスタマイズ
しきい値のカスタマイズ

シングルエンド分散アナラ イザは、 CD および PMD の両試験にしき い値を

設定し、 試験結果が予想通り であるか、 あるいは指定した制限値を超えて

いるか判断できま す。

注記 : シングルエンド分散アナラ イザであらかじめ定義さ れているしき い値を変

更したり 、 削除できません。

しきい値を設定するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

しき い値のカスタマイズ
2. Thresholds ( しき い値 ) タブを選択しま す。

3. Thresholds ( しき い値 ) リ スト から事前定義さ れたしき い値を選択し

ま す。 Custom ( カスタ ム ) を選択すると 、 CD ( 波長分散 ) と  PMD (
偏波モード分散 ) セクショ ンが編集可能になり 、 次の項目に対して値

を指定でき るよ うになり ま す。

 Dispersion ( 分散 ) (1550 nm)

 Coefficient ( 係数 ) (1550 nm)

 Max. dispersion ( 最大分散 ) (analysis range ( 分析範囲 ))

 PMD

 PMD coefficient (PMD 係数 )

4. OK をク リ ッ ク して、 変更を確定保存しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

波長範囲の設定
波長範囲の設定

取得の対象と なる波長範囲を設定できま す。 事前定義さ れた範囲を使用す

るか、 カスタ ムオプショ ンを使用して波長範囲を指定するこ と も できま

す。 このオプショ ンは、 特定帯域あるいは 2 つの帯域で取得を行 う場合に

役立ちま す。

波長範囲を設定するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

波長範囲の設定
2. Acquisition ( 取得 ) タブを選択しま す。

3. 範囲を選択しま す。

 デフォ ルト 範囲を使用する場合は、 該当するオプショ ンを選択し

ま す。 デフォ ルト 範囲は、 使用するフ ァイバの種類に直接結び付

けられていま す。

 カスタマイズさ れた範囲を使用する場合は、 Default Range ( デ

フォ ルト 範囲 ) オプショ ンを無効にし、 Maximum ( 最大 ) および 
Minimum ( 最小 ) 値ボッ ク スを有効にして任意の値を入力しま す。

4. OK をク リ ッ ク して、 変更を確定・ 保存しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

PMD と  CD の取得パラメ ータの設定
PMD と  CD の取得パラメ ータの設定

パラメ ータは、 FTB-200 コ ンパクト モジュ ラープラッ ト フォー ムの電源を

オフにしても メ モリ 内に保持さ れま す。

次のパラメ ータが用意さ れていま す。

パラメ ータ 詳細

CD Fiber type (
フ ァイバの種
類 )

CD フ ァイバはいく つかの種類があり ま す。 波長範囲は 
1475 nm ～ 1626 nm ですが、 それぞれフィ ッ ト が異なり
ま す。

 G.652 NDDSF (G.652 ノ ンゼロ分散シフト フ ァイバ 
(NDDSF)) (3 項セルマイヤー式フィ ッ ト )

 G.653 DSF (G.653 分散シフト フ ァイバ (DSF)) (2 次式
フィ ッ ト )

 G.656 NZDSF (G.656 ノ ンゼロ分散シフト フ ァイバ 
(NZDSF)) (2 次式フィ ッ ト )

 G.656 Wideband NZDSF (G.656 広帯域ノ ンゼロ分散
シフト フ ァイバ (NZDSF)) (2 次式フィ ッ ト )

 Custom ( カスタ ム ) ( デフォ ルト の 3 次式フィ ッ ト )

注記 : フィ ッ ト を編集でき るフ ァイバの種類は、

Custom ( カスタ ム ) のみです。

注記 : CD および PMD のフ ァイバの種類は結び付

けられているため、 一方のフ ァイバの種類

を選択すると 、 それに合わせても う一方の

フ ァイバの種類のリ スト の選択肢が変わり

ま す。

Fit ( フィ ッ ト ) CD 測定に適用さ れる方程式の種類 (2 次式、 3 項セルマイ
ヤー式など ) など。

Number of 
scans ( スキャ
ン数 )

PMD を測定するために、 モジュールが測定を行 う回数。
スキャ ン数が多いほどより 正確なデータになり ま すが、
実行時間が長く なり ま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

PMD と  CD の取得パラメ ータの設定
PMD Fiber type 
( フ ァイバの種
類 )

次のいずれかの種類に設定する必要があり ま す。

 Telecommunication ( 通信 ): 別名 「強結合」。 現場で
直接作業する場合は、 必ずこのフ ァイバの種類を使用
しま す。

 Polarization-Maintaining ( 偏波保持 ) (PM): 別名「弱
結合」。 この種類のフ ァイバを使用するこ と は稀であ
り 、 特定の試験でのみ使用さ れま す。

注記 : 特定のフ ァイバの種類で取得さ れたト レー

スを、 後で異なるフ ァイバの種類で再解析

するこ と はできません。

Analysis Range 
( 解析範囲 )

Analysis Range ( 解析範囲 ) は、 ITU グリ ッ ドと 取得の最
大値を計算するのに使用さ れま す。 解析範囲は、 波長の
測定範囲と 異なっても構いません。

Fiber with 
aerial sections 
( 架空敷設区間
あり )

光フ ァイバの敷設が、 建物間や目的の場所に届く ために
ぶらさがりの状態になっている場合、 風などの外部要素
の変動によって  PMD の測定に影響を及ぼしま す。 このオ
プショ ンは、 このよ うな変動を補償する場合に選択しま
す。

パラメ ータ 詳細
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シングルエンド分散アナライザの設定

PMD と  CD の取得パラメ ータの設定
取得パラメ ータを設定するには :

1. ボタ ンバーで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Acquisition ( 取得 ) タブを選択しま す。

3. 上記の表に基づいて必要な設定変更を行いま す。

4. OK をク リ ッ ク して、 変更を確定保存しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

自動フ ァイバ名形式の定義
自動フ ァイバ名形式の定義

新し い取得を行 うたびに、 既に定義さ れたパターンに応じて、 フ ァイバ名

が自動的に変更さ れま す。 この名前は、 静的な部分 （プレフィ ッ ク ス） と

増分さ れる変数部分で構成さ れま す。

フ ァイバ名の形式を定義するには :

1. メ インウィ ン ド ウで Fiber Test ( フ ァイバ試験 ) タブを選択しま す。

2. Information ( 情報 ) の下で、 必要に応じて各種パラメ ータを設定しま

す。

注記 : フ ァイバ名、 ケーブル ID、 および日付などのフ ァイ ル名に自動追加さ れる

項目は、 Setup ( 設定 ) ウィ ン ド ウの Preferences ( 環境設定 ) タブで設定

できま す。 詳細については、 試験の環境設定 ( ページ 34) を参照してく だ

さ い。

光ファイバを含むケーブルの名前 光ファイバのしきい値

光ファイバの名前
光ファイバの増分サフィックス 
(999 に達すると  001 に戻ります )
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験構成の管理
試験構成の管理

事前設定のしき い値で同じ種類の試験を頻繁に実施する場合は、 構成を保

存して試験を速められま す。

注記 : 構成フ ァイ ルは、 保存先の装置に依存していません。 つま り 、 構成フ ァイ

ルを別の試験装置に移動またはコピーしても、 あたかもその装置で保存し

たかのよ うに使用できま す。

構成を保存するには :

1. 装置上で任意のパラメ ータを設定しま す。

2. メ インウィ ン ド ウで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

3. Configuration ( 構成 ) タブを選択しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験構成の管理
4. Export Configuration ( 構成のエク スポート ) をク リ ッ ク しま す。

5. フ ァイ ルの場所と 名前を選択して  OK をク リ ッ ク しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験構成の管理
既存の構成フ ァイルを検索するには :

1. メ インウィ ン ド ウで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Configuration ( 構成 ) タブを選択しま す。

3. Import Configuration ( 構成のインポート ) をク リ ッ ク しま す。

4. 構成フ ァイ ルを見つけ、 OK をク リ ッ ク しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験構成の管理
デフォ ルト 構成に戻すには :

1. メ インウィ ン ド ウで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Configuration ( 構成 ) タブを選択しま す。

3. Default Configuration ( デフォ ルト 構成 ) をク リ ッ ク しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験の環境設定
試験の環境設定

試験の自動名前付けや情報の環境設定を設定できま す。 こ れは、 モジュー

ルで実施する各テスト を識別するのに役立ちま す。

試験の環境設定を設定するには :

1. メ インウィ ン ド ウで Setup ( 設定 ) をク リ ッ ク しま す。

2. Preferences ( 環境設定 ) タブを選択しま す。
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シングルエンド分散アナライザの設定

試験の環境設定
3. 試験に関する情報を入力しま す。 この情報は、 後で実施する取得に付

加さ れま す。

4. フ ァイ ル名にフ ァイバのプレフィ ッ ク ス、 ケーブル名、 A 位置と  B 位
置、 または日付を含める場合は、 該当するオプショ ンを選択しま す。

5. OK をク リ ッ ク して、 選択を確定しま す。
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5 シングルエンド分散アナライザの
操作

光フ ァイバのク リーニングおよび接続

光フ ァイバケーブルをポート に接続するには :

1. 光フ ァイバ検査用顕微鏡を用いて、 フ ァイバを点検しま す。 フ ァイバ

が汚れていない場合は、 ポート に接続しま す。 フ ァイバが汚れている

場合は、 次の通り にク リ ーニングを行いま す。

2. フ ァイバ終端のク リ ーニング方法 :

2a. イソ プロピ ル・ アルコールを染み込ませたリ ント フリ ー ( 糸く ず

の出ない ) 綿棒で、 フ ァイバの終端を軽く 拭きま す。

2b. 圧縮空気で完全に乾かしま す。

2c. フ ァイバ終端がき れいになっているこ と を目視確認しま す。

重要
最大出力を実現し、誤測定を防ぐには :

 光ファイバをポートに差し込む前に、下記に説明されている通り、

ファイバの終端を必ず点検して汚れていないことを確認してくださ

い。EXFO は、光ファイバの不適切なクリーニングや取り扱いに

よって生じる損傷やエラーに対して、責任を負いません。

 パッチコードに正しいコネクタが取り付けられていることを確認し

てください。種類の異なるコネクタを接続すると、フェルールに損

傷を与えます。
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シングルエンド分散アナライザの操作

光フ ァイバのク リ ーニングおよび接続
3. フ ァイバ終端がポート の外側に触れたり 、 その他の表面に擦り つけな

いよ うに、 コ ネク タと ポート の位置を合わせま す。

コ ネク タにキー機能が備えられている場合は、 ポート の該当する切り

込みに完全にはまっているこ と を確認しま す。

4. 光フ ァイバケーブルがしっかり固定さ れ、 十分な接触を確保でき るよ

うに、 コ ネク タを押し込みま す。

コ ネク タにネジス リ ーブ機能が備えられている場合は、 フ ァイバが

しっかり 固定さ れるよ うにコ ネク タを締めま す。 締め過ぎると 、 光

フ ァイバと ポート が損傷しま す。

注記 : 光フ ァイバケーブルが正しく 配置・ 接続さ れていない場合、 高い損失と 反

射率が見られま す。

EXFO は、 EIA-455-21A 規格に準拠した高品質なコ ネク タを使用していま

す。

EXFO は、 コ ネク タをき れいかつ良い状態に保つため、 コ ネク タを接続す

る前にフ ァイバ検査プローブを用いて点検するこ と を強く 推奨していま

す。 こ れを怠ると 、 コ ネク タに回復不能な損傷を与え、 測定結果の劣化を

招きま す。
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シングルエンド分散アナライザの操作

EXFO ユニバーサル・ インタフェース  (EUI) の取り付け
 EXFO ユニバーサル・ インタフェース (EUI) の取り
付け

EUI 固定ベースプレート は、 APC ( 斜め ) 研磨または UPC ( 斜めではない ) 
研磨に対応したコ ネク タ向けに用意さ れていま す。 ベースプレート を囲 う

緑色の縁は、 APC タ イプのコ ネク タであるこ と を示していま す。

EUI コ ネクタ アダプタを  EUI ベースプレート に取り付けるには :

1. 防塵キャッ プが下向きに開く よ うに、 EUI コ ネク タ アダプタを持ちま

す。

2. 防塵キャッ プを閉じて、 コ ネク タ アダプタをしっかり握り ま す。

3. コ ネク タ アダプタをベースプレート に挿入しま す。

4. しっかり 押さ えながら、 コ ネク タ アダプタを右回り に締め、 ベースプ

レート 上に固定させま す。

金属板

( または青色の縁 )
は UPC オプショ

ンを示す

緑色の縁は

APC オプショ

ンを示す

2 3 4
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シングルエンド分散アナライザの操作

試験の実施
試験の実施

シングルエンド分散アナラ イザでは、 特定の光フ ァイバ上の単一のト レー

スを取得できま す。 PMD、 CD、 または両方を同時に試験できま す。

重要
FTB-5700 シングルエンド分散アナライザは、光ファイバの長さを自動

的に判断し、それに応じて試験を実行するように設計されています。表

示される長さが不適切にもかかわらず試験が実施される場合は、光ファ

イバの非反射終端の手前に強度な反射イベントが存在することを意味し

ます。

このような場合、結果を改善するために、ファイバ終端のクリーニング

を実施して、終端に反射鏡を配置します。
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シングルエンド分散アナライザの操作

試験の実施
取得を開始するには :

1. 必要に応じて、 取得パラメ ータを設定しま す。 詳細については、 本

ユーザーガイ ドの該当するセクショ ンを参照してく ださ い。

2. PMD、 CD、 または両方の測定を選択しま す。

3. 被試験フ ァイバ (FUT) が正しく 接続さ れ、 設定が適切であるこ と を確

認しま す。

重要
FUT が UPC コネクタにより終端されている必要があります。
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シングルエンド分散アナライザの操作

試験の実施
4. ボタ ンバーで Start ( 開始 ) をク リ ッ ク して、 測定シーケンスを開始し

ま す。

測定が完了すると 、 グリ ッ ド内に結果が表示さ れま す。

5. User-assisted length detection ( フ ァイバ長検出のユーザー補助 ) 
ボッ ク スが有効 ( 詳細は アプリ ケーショ ン詳細の設定 ( ページ 17) を
参照 ) で、 リ ンクの終端を合図する可能性がある複数のイベント が存

在する場合、 こ こ で任意のイベント を選択するよ うに求められま す。
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シングルエンド分散アナライザの操作

試験の実施
6. Select ( 選択 ) をク リ ッ ク して ウィ ン ド ウを閉じま す。

7. 結果に納得する場合は、 Save ( 保存 ) をク リ ッ ク しま す。 試験結果が 
Results ( 結果 ) タブに送信さ れま す。

結果に納得でき ない場合は、 Discard ( 破棄 ) をク リ ッ ク して試験ウィ

ン ド ウをク リ アにし、 新し い試験を実施しま す。

完了前に取得を停止するには :

Stop ( 停止 ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。 ボタ ンが緑色の Start ( 開始 ) ボタ

ンに戻り ま す。
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6 結果の管理
FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザでは、 2 種類の結果に対して作業

できま す。

 新しく 取得した結果

 既存フ ァイ ルから読み込ま れた結果

結果を表示解析するため、 本アプリ ケーショ ンは以下を提供しま す。

 波長分散の場合、 特定の取得の詳細を提供するグラフと テーブル

 すべての取得の概要と 関連情報の詳細を提供するウィ ン ド ウ

こ れらの結果に基づいたカスタマイズ、 保存、 エク スポート 、 および印刷

の各種機能も用意さ れていま す。

重要
FTB-5700 シングルエンド分散アナライザは、光ファイバの長さを自動

的に判断し、それに応じて試験を実行するように設計されています。表

示される長さが不適切にもかかわらず試験が実施される場合は、光ファ

イバの非反射終端の手前に強度な反射イベントが存在することを意味し

ます。

このような場合、結果を改善するために、ファイバ終端のクリーニング

を実施して、終端に反射鏡を配置します。
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結果の管理
特定の結果および関連情報を表示するには :

測定を実施して保存、 または測定フ ァイ ルを開く と 、 メ インウィ ン ド ウの 
Results ( 結果 ) タブで、 結果を表示したい光フ ァイバを選択できま す。

CD 詳細を表示するには :

Fiber Test ( フ ァイバ試験 ) タブで、 Details ( 詳細 ) をク リ ッ ク しま す。

または

Results ( 結果 ) タブで、 CD Details (CD 詳細 ) をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理
表示グラフを指定するには :

グラフの下の CD Display (CD 表示 ) ウィ ン ド ウで、 Chromatic 
dispersion ( 波長分散 ) または Chromatic dispersion coefficient ( 波長

分散係数 ) のいずれかを選択しま す。

選択に合わせて、 Display ( 表示 ) テーブルの結果が変わり ま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
解析パラメ ータ および関連情報の変更

試験結果を取得したら、 パラメ ータを変更して新し い設定で解析を再実行

できま す。 この時点で、 ジョ ブやケーブルに関する情報を追加変更できま

す。

ケーブル情報の変更

既に試験が実施済みであるため、 この時点でケーブルに対するコ メ ント を

追加したり 、 区別しやすいよ うに名前を変更できま す。

試験のケーブル情報を変更するには :

1. スキャ ンを実行して試験結果を取得するか、 Open ( 開く ) ボタ ンをク

リ ッ ク してフ ァイ ルを指定しま す。

2. Results ( 結果 ) タブで Edit ( 編集 ) を押しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
3. Cable ( ケーブル) タブを選択しま す。

4. 必要に応じて、 ボッ ク スに記入しま す。

5. 入力を終えたら、 Save ( 保存 ) をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
ジョ ブ情報の変更

元の設定と 異なる人物または場所でジョ ブを実行した場合は、 こ こ で情報

を訂正できま す。

試験のジョ ブ情報を変更するには :

1. スキャ ンを実行して試験結果を取得するか、 Open ( 開く ) ボタ ンをク

リ ッ ク してフ ァイ ルを指定しま す。

2. Results ( 結果 ) タブで Edit ( 編集 ) を押しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
3. Job ( ジョ ブ ) タブを選択しま す。

4. 必要に応じて、 ボッ ク スに記入しま す。

5. 入力を終えたら、 Save ( 保存 ) をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
しき い値パラメ ータの変更

しき い値パラメ ータへの変更は、 ト レースフ ァイ ルの再解析時に反映さ れ

ま す。

試験のしきい値パラメ ータを変更するには :

1. スキャ ンを実行して試験結果を取得するか、 Open ( 開く ) ボタ ンをク

リ ッ ク してフ ァイ ルを指定しま す。

2. Results ( 結果 ) タブで Edit ( 編集 ) を押しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
3. Threshold ( しき い値 ) タブを選択しま す。

4. 任意のしき い値設定を変更しま す ( 設定の詳細については、 しき い値

のカスタマイズ ( ページ 22) を参照 )。

5. しき い値パラメ ータを保存すると 、 変更が結果に反映さ れま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
解析パラメ ータの変更

解析パラメ ータには、 解析範囲と フ ァイバの種類があり ま す。

試験の解析パラメ ータを変更するには :

1. スキャ ンを実行して試験結果を取得するか、 Open ( 開く ) ボタ ンをク

リ ッ ク してフ ァイ ルを指定しま す。

2. Results ( 結果 ) タブで Edit ( 編集 ) を押しま す。
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結果の管理

解析パラメ ータおよび関連情報の変更
3. Analysis ( 解析 ) タブを選択しま す。

4. 任意の解析設定を変更しま す ( 設定の詳細については、 PMD と  CD の
取得パラメ ータの設定 ( ページ 26) を参照 )。

5. しき い値パラメ ータを保存すると 、 変更が結果に反映さ れま す。
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結果の管理

既存フ ァイルを開く
既存フ ァイルを開く

現在の結果や情報を失 うこ と なく 、 既存フ ァイ ルを開く こ と ができま す。

既存フ ァイルを開く には :

1. ボタ ンバーで Open ( 開く ) をク リ ッ ク しま す。

標準の Open ( 開く ) ダイアロ グボッ ク スが表示さ れ、 任意のフ ァイ ル

を選択できま す。

2. 表示さ れるダイアロ グボッ ク スでフ ァイ ルを選択したら、

Open( 開く ) をク リ ッ ク してフ ァイ ルを読み込みま す。

重要
リストで既にファイルが選択されている場合、開かれたファイルは選択

したファイルを置き換えます。ファイルが選択されていない場合、新し

いファイルがリストの一番下に追加されます。
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結果の管理

不要な結果の削除
不要な結果の削除

光フ ァイバの破断などの問題が生じた場合、 それに該当する間違った測定

結果を削除できま す。 こ れは、 結果や統計の歪曲を防ぐのに役立ちま す。

ハードディ スクから不要な結果を削除するには :

1. 測定を実施して保存、 または測定フ ァイ ルを開く と 、 メ インウィ ン ド

ウの Results ( 結果 ) タブで、 削除する光フ ァイバを選択できま す。

2. 任意のフ ァイバを一度ク リ ッ ク して選択し、 Delete ( 削除 ) をク リ ッ

ク しま す。

3. 確認メ ッ セージが表示さ れま す。 Yes ( はい ) をク リ ッ ク して、 確定し

ま す。

重要
Delete ( 削除 ) ボタンを使用して保存ファイルを削除すると、ハードド

ライブからファイルが削除されます。
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結果の管理

結果フ ァイルを閉じ る
結果フ ァイルを閉じる

結果の管理を容易にするため、 結果フ ァイ ルを手動で閉じれま す。

注記 : シングルエンド分散アナラ イザアプリ ケーショ ンを終了する前に、 フ ァイ

ルを手動で閉じ る必要はあり ません。 結果フ ァイ ルの一部が保存さ れてい

ない場合、 保存を求めるプロンプト が表示さ れま す。

フ ァイルを閉じるには :

1. Results ( 結果 ) タブで、 閉じ るフ ァイ ルを選択しま す。

2. Close ( 閉じ る ) をク リ ッ ク しま す。
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結果の管理

レポート の生成
レポート の生成

現在選択しているフ ァイ ルに対して、 html レポート を生成できま す。

レポート を生成するには :

1. Fiber Test ( フ ァイバ試験 ) または Results ( 結果 ) のいずれかのウィ

ン ド ウで、 Report ( レポート ) をク リ ッ ク しま す。

2. レポート の名前と 保存先を選択しま す。

3. OK をク リ ッ ク してレポート を作成しま す。

注記 : レポート を移動する場合は、 レポート と 共に作成さ れたすべてのサポート

フ ァイ ル ( も し あれば ) も移動するよ うにしてく ださ い。
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7 メ ンテナンス
長期的かつ故障がない運転を実現するには :

 光フ ァイバコ ネク タを使用する前に必ず点検し、 必要であればク リ ー

ニングしま す。

 装置を埃から守り ま す。

 装置の筺体と フロント パネルを、 少量の水で湿らせた布でき れいにし

ま す。

 装置を清潔かつ湿度の低い場所で室温保管しま す。 装置に直射日光が

当たらないよ うにしま す。

 高湿度や大幅な温度変化を避けま す。

 不要な衝撃や振動を避けま す。

 装置の上または中に液体がこ ぼれた場合は、 直ちに電源をオフにした

上に外部電源から切断し、 電池を取り除いて装置を完全に乾かしま す。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。
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メ ンテナンス

EUI コ ネク タのク リ ーニング
EUI コ ネクタのク リーニング

EUI コ ネク タを定期的にク リ ーニングするこ と で、 最高性能の維持を助け

ま す。 装置を分解する必要はあり ません。

EUI コ ネクタをク リーニングするには :

1. EUI を装置から取り外し、 コ ネク タのベースプレート と フェ ルールを

露出しま す。

2. 2.5 mm のク リ ーニング綿棒に、 イソ プロピ ル・ アルコールを一滴垂ら

しま す ( アルコールを大量に使用すると 拭き跡が残る場合があり ま

す )。

3. 綿棒をゆっく り  EUI アダプタの中に挿入し、 逆側から出るよ うにしま

す ( 時計回り にゆっく り回すと 、 より き れいになり ま す )。

4. ク リ ーニング綿棒を優しく 一回転させ、 そのまま回しながら引き出し

ま す。

重要
内部コネクタが損傷を受けた場合、モジュールの筺体を開き、新しい

キャリブレーションが必要となります。

押す

回す

引く

3

4 5
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メ ンテナンス

EUI コ ネク タのク リ ーニング
5. 乾いたク リ ーニング綿棒で、3 から  4 の手順を繰り返しま す。

注記 : ク リ ーニング綿棒の柔らかい側の先端に触れないよ うにしてく ださ い。

6. 次の手順に従って、 コ ネク タポート 内のフェ ルールをク リ ーニングし

ま す。

6a. リ ント フリ ー ( 糸く ずの出ない ) の柔らかい布に、 イソ プロピ

ル・ アルコールを一滴垂らしま す。

6b. コ ネク タと フェ ルールを軽く 拭きま す。

6c. 乾いたリ ント フリ ー ( 糸く ずの出ない ) の柔らかい布で、 コ ネク

タと フェ ルールが完全に乾く まで同じ表面を軽く 拭きま す。

6d. 携帯用の光フ ァイバ顕微鏡 ( EXFO の FOMS など ) または光フ ァ

イバ検査プローブ ( EXFO の FIP など ) を使用してコ ネク タの表

面を確認しま す。

7. EUI を装置に戻しま す ( 押して、 右回り に回転 )。

8. ク リ ーニングに使用した綿棒と 布は廃棄しま す。

重要
イソプロピル・アルコールを大量に使用したり、蒸発するまで放置 ( 約 
10 秒 ) すると、跡が残る場合があります。

ボトルの先端と布が触れないようにし、表面をすばやく拭くようにして

ください。

警告
不可視レーザー光線を直視しても痛みを生じませんが、網膜が損傷する

可能性があります ( 明るい光を見る場合と異なり、虹彩が無意識で閉じ

ることはありません )。目が誤ってレーザー光線にさらされた場合は、

目の検査を行ってください。
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メ ンテナンス

装置の再キャ リ ブレーショ ン
装置の再キャリブレーショ ン

製造 / サービスセンターのキャ リ ブレーショ ンは、 ISO/IEC 17025 規格に基

づいており 、 お客様と の事前の合意がない限り 、 キャ リ ブレーショ ン文書

にキャ リ ブレーショ ンの推奨間隔を記載してはならないと 定めていま す。

仕様の有効性は、 運転環境によって異なり ま す。 例えば、 キャ リ ブレー

ショ ンの有効期間は、 使用度、 環境条件、 装置のメ ンテナンスによって延

長・ 短縮さ れま す。 必要と さ れる精度に応じて、 十分なキャ リ ブレーショ

ン間隔を決定してく ださ い。

通常の使用において、 EXFO は、 1 年に 1 回の装置のキャ リ ブレーショ ン

を推奨していま す。
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8 ト ラブルシューティ ング

よく ある問題の解決策

EXFO のテクニカ ルサポート にお問い合わせになる前に、 下記の問題の解

決策を検討してく ださ い。

注記 : 問題が発生した場合には、 Setup ( 設定 ) ウィ ン ド ウの Acquisition
( 取得 ) タブにある Keep intermediate data ( 中間データの保持 ) オプ

ショ ンを有効にして、 結果フ ァイ ルを  EXFO に送信できま す。 このフ ァイ

ルは、 問題のト ラブルシューティ ングに役立ちま す。

一般的な問題

問題 考えられる原因 解決策

光フ ァイバが接続さ れてい
ない、 あるいは接続が不良
である。

 光フ ァイバが正しく 接続
さ れていない。

 コ ネク タが破損してい
る。

 リ ンクの最初に高い損失
が生じている。

 光フ ァイバが正しく 接続
さ れているこ と を確認し
ま す。

 コ ネク タが破損していな
いこ と を確認しま す。

 被試験フ ァイバの最初に
高い損失が生じていない
こ と を確認しま す。

 コ ネク タをク リ ーニング
しま す。

[XXX] の距離に非反射終端
が検出さ れた。

被試験フ ァイバが UPC コ ネ
ク タにより終端さ れていな
い。

被試験フ ァイバが UPC コ ネ
ク タにより終端さ れている
こ と を確認しま す。

[XXX] の距離に信号が劣化
するノ イズが生じている。

 被試験フ ァイバが UPC 
コ ネク タにより終端さ れ
ていない。

 距離がダイナミ ッ クレ ン
ジを超えている。

 被試験フ ァイバが UPC 
コ ネク タにより終端さ れ
ているこ と を確認しま
す。

 距離がダイナミ ッ クレ ン
ジ内になるよ うにしま
す。
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ト ラブルシューティ ング

よく ある問題の解決策
光フ ァイバの反射終端を検
出でき ない。 被試験フ ァイ
バが正しく 接続さ れ、 UPC 
コ ネク タにより終端さ れて
いるこ と を確認してく ださ
い。

被試験フ ァイバの損失が大
き すぎる。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

光強度が低すぎる。 被試験フ ァイバの損失が大
き すぎる。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

有効な波長範囲を特定でき
ない。

 被試験フ ァイバの損失が
大き すぎる。

 波長範囲が大き すぎる。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

 Setup ( 設定 ) ウィ ン ド
ウの Acquisition 
( 取得 ) タブで、 波長範
囲を縮めるか、 デフォ ル
ト の波長範囲値を選択し
ま す。

自分のレポート を開けない。 レポート フ ァイ ルの一部が
不足している。

レポート フ ァイ ルと 共にレ
ポート のサポート フ ァイ ル
も すべて保持しま す。

問題 考えられる原因 解決策
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よく ある問題の解決策
PMD 関連の問題

問題 考えられる原因 解決策

偏波モード分散を測定する
環境・ 条件が最適ではない。
測定を実施でき ない。

被試験フ ァイバの損失が大
き すぎる。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

選択した波長範囲で正し い 
PMD 測定結果を得られな
い。

測定対象の波長範囲が広す
ぎる。

測定対象の波長範囲を狭め
ま す。

選択した波長範囲で正し い 
PMD 測定結果を得るための
光強度が十分ではない。

被試験フ ァイバの損失が大
き すぎる。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

 Setup ( 設定 ) ウィ ン ド
ウの Acquisition 
( 取得 ) タブで、 波長範
囲を縮めるか、 デフォ ル
ト の波長範囲値を選択し
ま す。

検出器飽和により 、 選択し
た波長範囲で正し い PMD 測
定結果を得られない。

 フ ァイバ終端の反射率が
高すぎる。

 選択した波長範囲が 
FUT に適していない 
(FUT 帯域外 )。

 FUT が適していない。
FUT が 1550 nm の波長
をフィ ルタしてはなり ま
せん。

 フ ァイバの終端に反射終
端を配置している場合
は、 それを取り除きま
す。

 FUT と 装置に適した波
長範囲を選択しま す。
Setup ( 設定 ) ウィ ン ド
ウの Acquisition 
( 取得 ) タブで波長範囲
を設定できま す。
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よく ある問題の解決策
検出器飽和と 弱い光強度の
組み合わせにより 、 選択し
た波長範囲で正し い PMD 測
定結果を得られない。

 フ ァイバ終端の反射率が
高すぎる。

 選択した波長範囲が 
FUT に適していない 
(FUT 帯域外 )。

 FUT が適していない。
FUT が 1550 nm の波長
をフィ ルタしてはなり ま
せん。

 フ ァイバの終端に反射終
端を配置している場合
は、 それを取り除きま
す。

 FUT と 装置に適した波
長範囲を選択しま す。
Setup ( 設定 ) ウィ ン ド
ウの Acquisition 
( 取得 ) タブで波長範囲
を設定できま す。

測定範囲が PMD 測定には短
すぎる。

測定範囲が短すぎる。 測定範囲を大き く しま す。

有効な測定範囲を特定でき
ない。

 被試験フ ァイバの損失が
大き すぎる。

 FUT が適していない。
FUT が 1550 nm の波長
をフィ ルタしてはなり ま
せん。

 フ ァイバ終端をク リ ーニ
ングしま す。

 フ ァイバの終端に反射終
端を追加しま す。

問題 考えられる原因 解決策
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よく ある問題の解決策
装置が光フ ァイバ上で大き
すぎる偏波変動を検出した。
PMD 測定が実施さ れない。

 測定中に装置を動かし
た。

 測定中に光フ ァイバを動
かした。

 装置を動かさ ないよ うに
しま す。

 測定中に光フ ァイバを動
かさ ないよ うにしま す。

 多少の動きを避けられな
い場合 ( 屋外の架空敷設
など )、 Acquisition ( 取
得 ) ウィ ン ド ウの Setup 
( 設定 ) タブで、 Fiber 
with aerial sections (
架空敷設区間あり ) のオ
プショ ンを選択しま す。

 問題が解決さ れない場合
は、 EXFO に連絡しま
す。

問題 考えられる原因 解決策
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よく ある問題の解決策
CD 関連の問題

問題 考えられる原因 解決策

波長分散を測定する環
境・ 条件が最適ではな
い。 良好な測定品質を得
られない。

 被試験フ ァイバの
損失が大き すぎる。

 フ ァイバ終端に複
数の強度な反射が
お互いに近い場所
で発生している。

 フ ァイバ終端をク リ ーニングし
ま す。

 フ ァイバの終端に反射終端を追
加しま す。

 この場合、 最小 200 m の受信
フ ァイバを追加しま す。 こ れに
より 、 この条件が取り 除かれま
す。

モデルフィ ッ ト を計算す
るためのポイント が不足
している。 下位のフ ァイ
バモデルを使用してく だ
さ い。

波長範囲が大き すぎる。 Setup ( 設定 ) ウィ ン ド ウの 
Acquisition ( 取得 ) タブで、 波長範
囲を縮めるか、 デフォ ルト の波長範
囲値を選択しま す。

フィ ッ ト の制約を緩めるため、 該当
する場合は、 より下位のフィ ッ ト モ
デル ( 例えば、 5 項セルマイヤー式
の代わり に 3 項セルマイヤー式 ) を
使用でき る場合があり ま す。

選択した範囲における光
強度条件が低いため、 モ
デルフィ ッ ト を計算する
ための有効なポイント が
不足している。

 被試験フ ァイバの
損失が大き すぎる。

 波長範囲が FUT に
適していない。

 フ ァイバ終端をク リ ーニングし
ま す。

 フ ァイバの終端に反射終端を追
加しま す。

 FUT と 装置に適した波長範囲を
選択しま す。 Setup ( 設定 ) ウィ
ン ド ウの Acquisition ( 取得 ) タ
ブで波長範囲を設定できま す。
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よく ある問題の解決策
選択した範囲における検
出器飽和のため、 モデル
フィ ッ ト を計算するため
の有効なポイント が不足
している。

 フ ァイバ終端の反
射率が高すぎる。

 FUT が適していな
い。 FUT が 
1550 nm の波長を
フィ ルタしてはな
り ません。

 フ ァイバの終端に反射終端を配
置している場合は、 それを取り
除きま す。

選択した範囲における検
出器飽和および低い光強
度条件のため、 モデル
フィ ッ ト を計算するため
の有効なポイント が不足
している。

 フ ァイバ終端の反
射率が高すぎる。

 選択した波長範囲
が FUT に適してい
ない (FUT 帯域外
)。

 FUT が適していな
い。 FUT が 
1550 nm の波長を
フィ ルタしてはな
り ません。

 フ ァイバの終端に反射終端を配
置している場合は、 それを取り
除きま す。

 FUT と 装置に適した波長範囲を
選択しま す。 Setup ( 設定 ) ウィ
ン ド ウの Acquisition ( 取得 ) タ
ブで波長範囲を設定できま す。

問題 考えられる原因 解決策
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オンラ インヘルプ
オンラインヘルプ

アプリ ケーショ ンから いつでも FTB-5700 シングルエンド分散アナラ イザ 
ユーザーガイ ドのオンラ イン版にアク セスできま す。

注記 : インスト ール CD に印刷用の PDF バージョ ンが収録さ れていま す。

オンラインヘルプにアクセスするには :

フ ァンクショ ンバーの Help ( ヘルプ ) ボタ ンをク リ ッ ク しま す。
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技術サポート グループへのお問い合わせ
技術サポート グループへのお問い合わせ

本製品のアフターサービスまたは技術サポート を ご利用になるには、 次の

いずれかの電話番号で EXFO にお問い合わせく ださ い。 技術サポート グ

ループは、 月～金の午前 8 時 から午後 7 時 まで ( 東部標準時 ) ご利用いた

だけま す。

技術サポート の詳細については、 EXFO ウェブサイト  (www.exfo.com) を
参照してく ださ い。

 

お問い合わせの際は、 対応を早めるため、 製品番号やシリ アル番号 ( 製品

識別ラベルを参照 )、 問題の内容をお手元にご用意く ださ い。

。

技術サポートグループ
400 Godin Avenue
Quebec G1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com

Ver.

Mfg.
date

P/N

S/N

Made in Canada QST442B
465 Godin Avenue
Vanier (Quebec)  G1M 3G7 CANADA

**************** A

January 2020542392-3D

FTB-5700-XX-XX

モデル

コネクタ
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輸送
輸送

本装置を移動する際には、 仕様の温度範囲を超えないよ うにしてく ださ

い。 輸送中の損傷は、 不適切な取り 扱い方によって生じま す。 損傷の可能

性を最小限に抑えるため、 次の手順に従 うこ と が推奨さ れま す。

 発送する際には、 装置を元の梱包材料で梱包しま す。

 高湿度や大幅な温度変化を避けま す。

 装置に直射日光が当たらないよ うにしま す。

 不要な衝撃や振動を避けま す。
74 FTB-5700



9 保証

一般情報

EXFO Inc. (EXFO) は、 本装置が発送さ れてから  1 年間、 その材質と 仕上が

り において瑕疵がないこ と を保証しま す。 また  EXFO は、 通常の使用にお

いて、 本装置が該当する仕様を満たすこ と を保証しま す。

保証期間の間、 本装置の修理が必要になった場合、 あるいは当初のキャ リ

ブレーショ ンが誤っていた場合、 EXFO はその自由裁量により 、 欠陥品の

修理、 交換、返金、 製品の点検または調整を無償で行いま す。 保証期間中

にキャ リ ブレーショ ン検査のために本装置が返送さ れ、 公開仕様すべてを

満たすものと 認められた場合、 EXFO はキャ リ ブレーショ ンの正規手数料

を請求しま す。

本保証は、 商品性や特定目的への適合性などの黙示保証を含むがこ れらに

限定さ れない、 明示、 黙示、 または法定のその他の保証すべてに代わるも

のです。 EXFO は、 いかなる場合も、 特別、 偶発的、 または結果的損害に

対して責任を負いません。

重要
次の場合に、保証が無効になることがあります。

 許可を得ていない者または非 EXFO 要員によって装置が不正に変更、

修理、または作業された場合。

 保証シールが取り外された場合。

 本書で指定される以外の筺体ネジが取り外された場合。

 本書で指定される方法以外の方法で筺体が開けられた場合。

 装置のシリアル番号が改ざん、消去、取り外された場合。

 装置が誤用、不注意、または事故により損傷した場合。
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責任
責任

EXFO は、 本製品の使用によって生じ る損害、 本製品に接続さ れる機器の

性能故障、 あるいは本製品が属するシステ ムの障害に対して責任を負いま

せん。

EXFO は、 本製品およびその付属品やソ フト ウェアの不適切な使用または

未許可の改造に起因する損害に対しても 、 責任を負わないものと しま す。
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除外
除外

EXFO は、 購入済みの装置を修正する義務を生じさせるこ と なく 、 同社の

いかなる製品に対しても、 その設計または構成を いつでも変更でき る権利

を留保しま す。 ヒ ューズ、 表示灯、 電池、 およびユニバーサル・ インタ

フェース  (EUI) を含むがこ れらに限定さ れない、 EXFO 製品と 共に使用さ

れる付属品は、 本保証の対象外です。

本保証では、 不適切な使用または取り付け、 通常の使用による正常損耗、

事故、 乱用、 不注意、 火災、 水漏れ、 落雷、 またはその他の天災、 製品外

部の原因、 あるいは EXFO の力の及ぶと ころでないその他の要因に起因す

る故障は、 保証対象外と していま す。

証明書

EXFO は、 本装置の工場出荷時に公開仕様を満たしていたこ と を証明しま

す。

重要
EXFO は、誤用または不適切なクリーニングにより損傷を受けた光ファ

イバコネクタの交換に対して、手数料を請求します。
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保守修理
保守修理

EXFO は、 購入日より  5 年間、 製品の保守修理を行いま す。

保守修理のために装置を返送するには :

1. EXFO のいずれかの認定サービスセンターにお問い合わせく ださ い 
(EXFO の世界各地のサービスセンター ( ページ 79) を参照 )。 サポート

要員が、 装置の保守、 修理、 またはキャ リ ブレーショ ンの必要性を判

断しま す。

2. 装置を  EXFO または認定サービスセンターに返送する必要がある場合、

サポート 要員は返品承認 (RMA) 番号を発行し、 郵送先住所をお教えし

ま す。

3. 可能な場合は、 修理のために装置を返送する前に、 データをバッ ク

アッ プしま す。

4. 装置を元の梱包材料で梱包しま す。 欠陥と それを観察した条件・ 環境

を詳細に記載した一覧表または報告書を含めるよ うにしてく ださ い。

5. サポート 要員が指示した住所宛に、 送料前払いで装置を返送しま す。

発送伝票に RMA 番号を記載するこ と を忘れないでく ださ い。 EXFO 
は、 RMA 番号のない返品の受け取り を拒否し、 送り主に返送しま す。

注記 : 返品さ れた装置の試験後、 該当する仕様を満たすものと 判明した場合、 試

験設定費が発生しま す。

装置は修理後に、 修理報告書と 共に返送さ れま す。 装置が保証外である場

合、 当該報告書に記載さ れる費用を請求しま す。 保証期間内の装置につい

ては、 EXFO がお客様への返送料を支払いま す。 輸送中の保険費用が必要

な場合は、 お客様負担と なり ま す。

定期的な再キャ リ ブレーショ ンは、 どの保証プランにも含ま れていませ

ん。 キャ リ ブレーショ ン / 検査は、 基本または延長保証の対象になってい

ないため、 一定期間の FlexCare キャ リ ブレーショ ン / 検査パッ ケージを ご

購入になるこ と も できま す。 認定サービスセンターにお問い合わせく ださ

い (EXFO の世界各地のサービスセンター ( ページ 79)) を参照 )。
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EXFO の世界各地のサービスセンター
EXFO の世界各地のサービスセンター

製品の保守修理が必要な場合は、 最寄りの認定サービスセンターまでお問

い合わせく ださ い。

EXFO Headquarters Service Center
( 本社サービスセンター )
400 Godin Avenue
Quebec G1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 
( 米国およびカナダ )
電話 :1 418 683-5498
Fax:1 418 683-9224
support@exfo.com

EXFO Europe Service Center 
( ヨーロッパサービスセンター )
Omega Enterprise Park, Electron Way
Chandlers Ford, Hampshire S053 4SE
ENGLAND

電話 :+44 2380 246810
Fax:+44 2380 246801
support.europe@exfo.com

EXFO Telecom Equipment　
(Shenzhen) Ltd.
3rd Floor, Building 10,
Yu Sheng Industrial Park (Gu Shu 
Crossing), No. 467,
National Highway 107,
Xixiang, Bao An District,
Shenzhen, China, 518126

電話 :+86 (755) 2955 3100
Fax:+86 (755) 2955 3101
support.asia@exfo.com
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A 技術仕様

重要
下記の技術仕様は、予告なく変更される場合があります。本セクション

に記載される情報は、参考目的でのみ提供されています。本製品の最新

の技術仕様を入手するには、EXFO ウェブサイトwww.exfo.comをご

覧ください。

Temperature
 Operating  0 °C to 50 °C (32 °F to 122 °F)
 Storage —40 °C to 70 °C (—40 °F to 158 °F)
Relative humidity 0 % to 93 % non-condensing
Size (H x W x D) 96 mm x 50 mm x 281 mm (3 3/4 in x 2 in x 11 in)
Weight 1.3 kg (2.8 lb)

SPECIFICATIONS a

Measured wavelength range (nm) 1475 to 1626
Maximum measurement distance (km) 120 (140 with refl ector)
Distance uncertainty (km) ±(0.01 + 1 % x distance)

Chromatic dispersion b

Number of test points 8
CD uncertainty (ps/nm) ±10 
Test time (s) 40 

PMD c

PMD display range (ps) up to 50
PMD range (strong mode coupling) (ps) 0.1 to 20
PMD uncertainty (strong mode coupling) (ps) d ± (0.2 + 5 % x PMD)
Test time (s) <180

GENERAL SPECIFICATIONS

21 CFR 1040.10 and IEC 60825-1:2007
CLASS 1 LASER PRODUCT

SAFETY

Notes

a. Typical.

b. At 1550 nm, on 100 km of G.652 single-mode fi ber.

c. For a fi ber length 100 m.

d. For strong mode coupling PMD (telecom fi ber) up to 15 ps, with averaging.

ORDERING INFORMATION

Temperature
 Operating  0 °C to 50 °C (32 °F to 122 °F)
 Storage —40 °C to 70 °C (—40 °F to 158 °F)
Relative humidity 0 % to 93 % non-condensing
Size (H x W x D) 96 mm x 50 mm x 281 mm (3 3/4 in x 2 in x 11 in)
Weight 1.3 kg (2.8 lb)

SPECIFICATIONS a

Measured wavelength range (nm) 1475 to 1626
Maximum measurement distance (km) 120 (140 with refl ector)
Distance uncertainty (km) ±(0.01 + 1 % x distance)

Chromatic dispersion b

Number of test points 8
CD uncertainty (ps/nm) ±10 
Test time (s) 40 

PMD c

PMD display range (ps) up to 50
PMD range (strong mode coupling) (ps) 0.1 to 20
PMD uncertainty (strong mode coupling) (ps) d ± (0.2 + 5 % x PMD)
Test time (s) <180

GENERAL SPECIFICATIONS

21 CFR 1040.10 and IEC 60825-1:2007
CLASS 1 LASER PRODUCT

SAFETY

Notes

a. Typical.

b. At 1550 nm, on 100 km of G.652 single-mode fi ber.

c. For a fi ber length 100 m.

d. For strong mode coupling PMD (telecom fi ber) up to 15 ps, with averaging.
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